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学校経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

「「「「人間力人間力人間力人間力あるあるあるある人人人人づくりづくりづくりづくり」」」」をををを目指目指目指目指してしてしてして １ 成果 １ 原級留置、中途退学等による進路変更の生徒数を
・落ち着いた学習環境のもと、生徒個々の課題である確か 更に減少させる。

１ 生徒一人ひとりを把握し、多様で な学力の向上は、見られた。その結果、進学や就職で希望 ２ 基本的生活習慣を確立し、規範意識を高め、規律
組織的な教育活動を個に応じて展 進路の実現が達成できた。 正しい学校生活の実現に努める。
開する。 部活動では、ハンドボール部男子が夏の府大会で２位に入 ～上記目標の達成のため、具体的には校則を遵守

賞、府の新人戦でも男子３位、女子２位となり、男女それ させ、清掃活動、挨拶励行活動について一層の指
２ 普通科および工業に関する専門学 ぞれ近畿大会に出場した。機械工作部が、府下のロボット 導を充実させる。
科の併設を生かした教育活動を展 大会で優勝し、５年連続全国大会に出場した。自動車科の ３ 生徒一人ひとりの学習意欲を喚起し、個に応じた
開する。 課題研究で製作した移動式茶室２号機を上海万博に出展 指導により、確かな学力を育む。

し、本校を世界にアピールすることができた。また、国民 ４ 工業教育推進の教育体制を一層確立し、系統的進
文化祭に向けてお茶運びロボットや自走式まゆまろロボッ 路指導の充実を図る。
トを製作し、地域のイベントに出展し人気を博した。 ５ 「人間力の育成」に係る大きな側面である部活動、

２ 課題 特別活動、自主活動をより一層推進する。
・２、３学年において、前年より原級留置、中途退学等に ６ 本校教育活動の保護者、中学校、地域等への広報
よる進路変更した生徒数は減少した。 を一層推進する。
学力の向上を目指し、教育環境の更なる充実を図るともに、７ 上記の６項目を推進するため、各分掌・教科が連
生徒に対して身だしなみ指導の一層の充実と校則を守ると 携を図り、重層かつ組織的な教育活動を推進する。
いう規範意識を育て、本校の学校経営方針の「人間力の育
成」を具現化する。

評価領域 重点目標 具体的方策 評価 成 果 と 課 題

学習指導 教科指導の充実を図る。 生徒実態調査を実施し、分析するこ
とによって生徒の実態を把握する。

公開研究授業を実施し、指導力の向
上を図る。

生徒による授業アンケートを実施
し、授業改善に役立てる。

組織的な指導を推進する。 耐震工事による制約の中、授業・考
査を適切に計画し、円滑に実施する。

「授業を考える週間」を設け、授業
規律の確立に努める。



学習指導 組織的な指導を推進する。 生徒の学力伸長・基礎学力充実を達
成する適切な教育課程を検討する。

生徒指導 基本的生活習慣と学習習慣を 身だしなみ等に関して全教職員が一
確立する。 致した指導を実施する。

生徒の実態把握し、授業規律を確立
する。

問題行動の未然防止を図る。

特別活動 自主性、自発性を育成する。 学園祭を成功させる。

部活動を活性化させる。

生徒会・ボランティア活動を活性化
する。

進路指導 希望進路を達成する。 自己理解を深め、望ましい勤労観・
職業観を養うために、効果的な進路
指導を計画・実施する。

希望進路実現のため、学力向上に向
けた補講や模擬試験を計画し、継続
的に実施する。

生徒や保護者との進路相談を充実す
るため、個別面談や進路説明会を実
施する。

人権教育 人権意識の高揚及び実践的態 社会の実態や生徒の実状に即した効
度を育成する。 果的な人権学習を実施する。

学校全体に人権についての理解を深
めることで、人権感覚を高め、相互
を尊重する態度を養う。



工業教育 専門科目における基本的な知 国家資格や検定等の講習会等をより
の充実と 識・技術を身につけさせると 計画的に実施し、生徒の基本的学力
発展 ともに、各種資格において取 向上に努める。

得率向上、各種競技大会では
好成績を目指し、進路実現に 工業に関する各種競技会等におい
繋がる、より充実した体制を て、一層の好成績を目指す。
確立する。

企業などにおける、実際の技 大学や企業の見学会及びインターン
術・研究に触れる機会を企画 シップを計画的に実施する。

外部技術者による講演や実技指導等
を計画的に実施する。

家庭・地 中高連携と広報活動を充実す 中学生・保護者の本校に対する理解
域社会と る。 や関心を高めるため、学校説明会や
の連携 施設見学を実施する。

公開授業及び学習発表会を実施し、
本校の教育活動を公開する。

部活動等において、地域の諸活動へ
の参加を促す。

ネットワークの運営・管理を ネットワークを安全に運営・管理
する。 し、ホームページ等様々な媒体を活

用して、生徒の活動を学校内外に紹
介する。

次年度に向けた改善の方
向性


